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宝達 山 （能登 半 島）で の エ ア ロ ゾル 混合状態
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1．　 は じめ に

　 エ ア ロ ゾル の 混合状態 （内部混 合か外部混合か）は、気候

変 動 予測 にお い て 重 要な パ ラ メータで あ る。すす の 光吸 収 特

性は、水溶性 エ ア ロ ゾル と の 混合状 態に 依存す る とい われ て

い る。またエ ア ロ ゾル の 湿合状態は、その ライ フ タイム に影

響 し、さ らに雲の 生成や 雲の 散乱特 性に も影響す る、また 黄

砂 な どの 鉱物 粒 了
．も、輸送 中 の 化学 反 応 な どに よ っ て 、部分

的 に吸 湿性 を もつ 可能 性 も示 唆 され て い る。 こ こで は、20

08 年 3 月 か ら 5 月 に、石川 県 の 宝 達 山頂付近 にお い て エ ア

ロ ゾル を採 取 し、水 溶性 エ ア ロ ゾル と、非水溶性 エ ア ロ ゾル

の 混合状態を透過型電子 顕微鏡 （TEM ）を用い て 調べ た結

果を報告す る。

2．　 測定 方法

　 宝達
’
山山頂 （標高 637m ）付近 にサ ン プ リン グサ イ トを設

け、自動イ ンパ ク ターを用 い て 、サ ン プル を定期的に採取 し

た 。 採 取 され たサ ン プル は、白金パ ラ ジ ウム で シ ャ ドーをっ

けた後、40 ℃で 3時間 水透斬 し、そ の 前後で の 形態の 変化

を観察 した。また、一
部の 粒子を水透析の 前後で EDX 分析

し、元 素組成を調べ た。

3 ．結果 の例

　 今 ま でに 調べ た範 囲で は、非 水溶 性粒子 で は、鉱 物粒 子 は

少なく、ほ とん どの 残渣はづす の よ うで ある。水溶哇粒子は、

硫酸塩 が多い。図に 4 月 2 日の 11 ；50− 12 ：00 に 宝達山頂

付 近 で 採 取 され たサ ン プル の 水透 析 前 佐 図〉と水透析 後 佑

図）の 例 を示す 。
EDX 分析 と形態か ら水 透析後 に残 っ て い

る粒子 の 多くは、すすの 町能駐が 高い （比較的丸み の ある残

澄 は、電子線 を 当て る と蒸発 して し ま うもの もあ る の で 、一

部 は 水 に 溶 けに くい 有機物 な どもあ るか も しれ ない ）。水透 析

前は直径 2um 以 hの 粒 子 が多数あ るが、水透析 後に残 るの

は ほ とん どが 直径 1   以 下 で ある。比 較的大きい 粒子は、

内部に複数個 の
『
すゴ粒 子 を含ん で い た と 考え られ、その た め

個 々 の 粒子の 対応が難 し くな っ て い る に の 2 枚は 同 じ領域

を撮影 した もの で あ る）。こ の 例の よ うに 、すすは外 部混 合 も

あ る が、多くは 水 溶性エ ア ロ ゾル と内部 混合 した 状態で 存在

してい た 。 ま た数 ミク ロ ン の 粒 子に多数個の すす が 含まれ て

い るケ
ー

ス も多い
。

4 ，今後

　まだ、一一
部 （3 月末か ら4 月 前半） しか分析 して い ない の

で 、さらに分析を進 め る。今の とこ ろ鉱物粒子は少ない が｛

鉱物粒子を多く含むサ ン プル が みつ かれ ば重点的に 分析 した

い 。また、流跡線な どで 粒子の 起源や輸送経路 との 関係を議

論 した い 。

図 1　 水 透析 前の サ ン プ ル 図 2　 水 透析 後 の サ ン プ ル
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